「ＴＷＸ－２１ ＥＤＩサービス同報（複製）機能申込書（参加会員ＥＩＡＪフォーマット用）」

（用紙番号：ＥＪ５）記入の説明

Ver.4.00
本申込書は，TWX-21 EDIサービスの同報（複製）機能により，TWX-21会員「A製作所 新川崎」（発信（受信）センタ：107010000001）にTWX-21会員「B工業 本社」（発信（受信）センタ：11111J000011）から送信されたデータ（データ種：0502，0503，0504）の複製をTWX-21会員「A製作所 大森」（会員ID：EJUU1070100000020000）のメールボックスにセットするための申込書です（下図参照）。下記の注意事項を一読頂き，問題がなければ，申込書に記載された内容を確認して管理者名欄に押印の上，担当営業までご提出ください。










【注意事項】

· データの複製はTWX-21センタの「Ａ製作所 大森」のメールボックスにセットされますので，「Ａ製作所 大森」は，TWX-21センタにアクセスし，メールボックスからデータを受信してください。

· データは「Ａ製作所 新川崎」に送信されたものがそのまま複製されて「Ａ製作所 大森」のメールボックスにセットされます。「Ａ製作所 大森」の発信（受信）センタは‘107010000002’でTWX-21に登録されていますが，この複製データについては「Ａ製作所 新川崎」の発信（受信）センタ‘107010000001’のままの状態でセットされます（「Ａ製作所 大森」で発信（受信）センタ‘107010000002’が設定されたデータを取得したい場合には，「Ａ製作所 新川崎」へ送信されたデータの複製を取得するのではなく，「Ｂ工業 本社」で発信（受信）センタ‘107010000002’のデータを作成し，直接「Ａ製作所 新川崎」へ送信してもらう必要があります。この場合は，本申込書を提出する必要はありませんが，「Ｂ工業 本社」との調整は直接お願い致します）。また，「Ａ製作所 大森」のVANTOPIA for EIAJの環境設定（発注者登録）では受信者コード‘107010000001’に関する設定を行う必要がありますので，インストール時にご注意ください。

· 「Ａ製作所 大森」が「Ｂ工業 本社」から直接データを受信することもある場合，複製データと直接受信するデータを分けてTWX-21センタから取得することはできません。また，VANTOPIA for EIAJの環境設定（発注者登録）では受信者コード‘107010000002’に関する設定も行う必要がありますので，インストール時にご注意ください。

· 複製データに対する受信確認メッセージ（9001）を「Ｂ工業 本社」へ送信するかどうかは，「Ｂ工業 本社」と調整してください（「Ａ製作所 大森」が複製データに対する受信確認メッセージを送信した場合，送信者は‘107010000001’となり，「Ｂ工業 本社」には同一の受信確認メッセージが２件ずつ送付されることになります）。貴社向けのデータを受信することもあり，VANTOPIA for EIAJを利用する場合は，複製データに対する受信確認メッセージを送信しないように設定すると，直接受信するデータに対する受信確認メッセージも送信できません（発注企業別の受信確認メッセージの返信は個別に設定はできません）ので，特にご注意ください。
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